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 ～  川西市立川西南中学校  

      
「南中校訓」を読み解く 

 
新年明けましておめでとうございます。本年も川西南中学校をどうぞよろしくお願い申

し上げます。２学期の終業式で、生徒に２学期をふり返ってもらおうと、本校の「校訓」
について話した内容です。 
『南中の「校訓」には、３つの言葉があります。１年生は「稚心を去れ」、２年生は

「己に克て」、３年生は「共に伸びよ」を目指しています。でも、この３つがそれぞれ別
なのではなくて「３つで１つの校訓」なのだと思います。 
私はこう考えます。「小学校を卒業してこの南中にやってきました。すぐには慣れないか
もわからないけれど、小学生という殻から脱皮して、中学生という姿に成長してほしい。
小学生は幼い時代もあったので、まわりの人に頼ることも多かったでしょうけれど、中学
生になったら少しずつ、人に頼らず一人でやろうとしてほしい。一人でしようとすると、
うまくいかなくて、失敗して、逃げ出したり、あきらめたりしたくなるけれど、これは誰
もが通る道であり、大人の誰もが通ってきた道だから、歯を食いしばって乗り越えてほし
い、弱い自分に打ち克(か)ってほしい。少しずつ自分に力をつけて、自分一人で出来るよ
うに努力しながら、仲間と共に助け合い、励まし合い、協力し合い、共に伸びて、心の広
い豊かな人間になってほしい。南中を卒業しても、家庭を、地域を、社会を支え、家庭・
地域・社会に支えられていることがわかる、まわりの人を大切にする人間に育ってほし
い。」そんな願いが込められているんだろうと想像しました。』 
 ３年生は中学校生活最後の学期となりました。それぞれが「南中校訓」を読み解き、南
中で過ごしてきた３年間の中学校生活を、じっくりと振り返ってほしいと思います。 
次に、２年生のトライやる・ウィーク作文集をすべて読み終え、心に残った作文の一部

を３人紹介します。 
販売店の事業所に行った女子生徒です。『・・・「長命草」という青汁の試飲をすすめる

という仕事をした時に、アドバイスをもらったりして工夫すると、飲んでくれたり興味を
持ってもらえたり。そういうことがすごく嬉しかったです。中には買ってくれた方もい
て、「買います。」という言葉を聞いた時は跳びはねました。こういう事があると、接客や
販売という仕事は魅力で一杯だなと思います。でもきっと、いざ仕事としてするとなる
と、仕事量や時間と比例して苦しいことも増えていくんだろうなと思います。母もドラッ
グストアで働いているので、長時間立ちっぱなしで家族のために頑張ってくれているんだ
なと思い、本当に感謝しかありません。このトライやる・ウィークでは、そういった仕事
のつらさや、逆に仕事の魅力、働いている人への感謝を学ぶことも目的の一つで、私はこ
の五日間で多くの事を学べました。その事を生かして、これからは感謝を素直に伝え、挨
拶をちゃんとできる人になろうと思いました。』 
スポーツ施設の事業所に行った男子生徒です。『・・・次に僕が思った事は、楽な仕事

はこの世には無いということです。最初から分かっていたんですが、改めて思い知らされ
ました。・・・・・・・「一日目の最初の仕事でこんなんじゃだめだ」と思い、その後の仕
事を頑張ってやりました。普段こんなに働く事が無かったから、毎日とても疲れました。
「働いている人はこんなに疲れているのかー」と思いました。最後に思った事が、事業所
の方も忙しいはずなのに、トライやる・ウィークで僕達を受け入れてくれるのは、なぜだ
ろうということです。でも、それは先生が言っていた「僕達に成長してほしい」という言

葉ですぐに解決しました。この事業所の経験などをむだにせず、学校生活やこの後の生活
に生かしていければと思います。』 
福祉施設の事業所に行った女子生徒です。『・・・今まで、人に「ありがとう」と言う

時、特に何も気にしていなかったけれど、人に「ありがとうね」と言われた時、嬉しかっ
たし、やってあげて良かったなあと実感する時が幸せでした。今回のトライやる・ウィー
クで学んだ事は、大きく分かれて四つです。一つ目は、人を思いやる心です。それは、
「人生の先輩」のお年寄りから学びました。「人に優しくしてあげて。でも、たまには厳
しくしてあげて」と教わりました。二つ目は、感謝の気持ちです。この機会を頂けた先生
方や事業所の方に感謝しています。三つ目は、社会に出た時のルールや厳しさです。四つ
目は、親がお金をかせぐ大変さです。いつも働いてくれて、私たちに幸せな生活をさせて
くれている親の苦労です。一生懸命働いてくれている親に感謝したいです。この五日間
は、充実したトライやる・ウィークでした。』 
トライやる・ウィークの作文を読んで改めて感じることは、学校や家庭ではない地域の

人々とのつながりの大切さや生徒の素直な感想に込められた感謝の気持ちです。 
 

 川西南中学校長 木村浩章 

～当面の主な行事予定～ 

17 日（木）避難訓練 

21 日（月）全校集会 

24 日（木）1・2 年参観・懇談  

      3 年私学出願(午後) 

 

 

 

 

１日（金）生徒評議会・常任員会 

 ４日（月）全校集会 

 ８日（金）新入生保護者説明会 

９日（土）・１０日（日）私学入試 

１５日（金）公立推薦特色入試 

１９日（火）～２１日（木）期末考査 

２２日（金）生徒総会 

２６日（火）１年球技大会 

 

～おめでとうございます～  
 ・全国こども絵画選抜展２０１８ 
    朝来市教育委員会賞 1 年 海田美優 

入選 ３年 船津葉月  
 ・中学生の「税についての作文」 
    優秀  3 年 井上和紀 江口智子 
 ・歯と口の健康週間ポスターコンクール 
    佳作  2 年 猪俣優美 桑原紀子  
 ・兵庫県アンサンブルコンテスト東阪神地区大会 
    銀賞 打楽器 3 重奏 
    銀賞 木管 3 重奏（フルート・オーボエ） 
    銅賞 木管 3 重奏（サックス・バスクラ） 
 ・明るい選挙啓発ポスター 
    優秀賞 2 年 大國柚希 
    入選  2 年 遠藤渚早 細見静香 
    努力賞 2 年 河本果歩 小松加那 小村美羽 爲房奈々  
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